
「独立型社会福祉士Jに関する仮説的研究
を選者fするj品科にみるは愛JJ))蹴j ブ口セスー

1 .はじめに

上の理由により

び技術をもって、

ること又は環境

に支障がある者

の相十l上に関する相談にJI~~ じ、助…託、指導その他の

援6))を行うことを業とする者をいうJ
L~ )改び介護有，¥fl上1:1:去第2条)と定義されているの

しかし社会制十まいま名称独占の同家資栴として

も、社会訓告1:の業務がみ

がされるなど、いまだ山i.JlIJ

を硲かなものにできないでい

る(1'Ji宰 2007: 22)り

1:がアイデンティティを確立すること

な背長について、社会福祉いま理念と現実

の間で、氏撃に九らの業務に取持組めば取り

ほど疲労回想していくという深刻な現状にあるこ

とが指捕されている〈事長崎 2006)。こ

る組織や機関の利主主と文援対象である当事

者の利益のIIIJで、社会福祉上としてあるべき裂を

模索するというジレンマ:が要閃のー・っとして彩

えられるひ横111(2004: 25) も「ソーシャルワ…

カーは日らのアイテぶンテイティにかかわる{向上型的

ジレン?を複雑で、混沌とした f現場j状況のなか

で経験し、れらの援助スタンスや、援助とはだれ

のなにを助けることなのかといった本震的な間い

についてたびたびi詰まされるJとし[この繰り返
しのなかで迷いや痛みを伴って蓄積、 j府、i蝕された

ものが f扱助とはなにか;という本質的浄器への

こたえとなる…|と述べているのつまり、社会前，~flf:

士が現場のrJIで抱えるジレンマの延長線 1'.には、

社会払¥111:1:のアイヂンティテ fを形成する安閑が

} I 幸 裕

含まれているのではないだろうかり

このような状況の小、近年社会福祉↑:が組織・

機関に所属せず、nら社会福祉士事務所令立ち上
げ、独立した立場で地域特性に!必じたソ…シャル

ワーク実践の広がりが見られるは、JII2007)。こ

の新たな形態でソ…シャルワークを脱|制している

した立:t#iでソーシャル

ワークを実践する者であるJと定義されている
。特徴とし

しないことによって、

な外的要凶の鄭轡を受けにくいということ、

ため利)IJ存支援の全てのプロセスにおいて

最大限の t~irtl裁鼠:を獲得し行能できる立場に自ら
を位置づけられるということがあげられている

i土、組織の利益や坪.念

できるという意味におい

を討指す都議と45・えられる
そこで本研究では、現場でのジレン?を経て独

立を選択することでどのように社会話社-t:の扱助

観が形成されていくのかに者uし経験のブ口セ
ス・ガイドを提/Jえすること試みたいの

IT.方法

1 .方法

1) M-GTAj去の探用理岳

本下 (2003)による修正

グラウンデッド・セオリー・アブ口一チ(以

ド、 M を採用したむグラウンヂッド・

{:オリー・アプローチは、グレ…ザー

とストラウス (Straussλ に

よって開発され、ヂータに栴着して独自の理論を

生成する り、データと タの比較に

本棋では、ジレンマをは場附と1)llTif国が 1μ 、に ;Ji抗して、!f~J きが取れぬ状Jl~J と定義する》中尾弘之福(1988) 藤

心f1lt学・ lf.:.物l'j:.結神医r;¥1金問IJtH抜
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よって関係づけ、データのまとまりから算出した

カテゴリーによってー述の現象を説明する質的研

究法である(本 v
としての適会性について M GTAは「十1:

に関係し人間行動の説明と予測に傑

されており、第 1に

与する

であること、第2に「ヒュー

マンサービス領域jであること、第3に「研究対

象とする現象がプロセス的性格をもっているこ

とjがあげられている〈本下 2003: 8併の本研究

は、第一に調査協}J許2となる「独立明社会福十rl:

1: Jの職域がヒューマンサーゼス領域であるこ
と、第てに、理解のしやすさ、分析ワークシート

などの具体的手頼、結果の応}討を合めて検証であ

るというす.場が明示されていたことによること、

三に「独占:型社会福祉が援助観を成する

プロセスを切らかにすることを試みるものである

ことから、 M…GTA r，去を採用することとしたむ
2)調査協力者の概要

調併協力者は、日本において

とし

ること、また独立をする以前

対人援助職としておおむね8年以上原宿され対人

していたこと、なおかつ研修会や講

演の場で臼らの実践を他者に伝えたりする機会を

これは、

社会福祉-l:Jとして一定程度の実践経験を有しな

独立を選択した過程に対する;苔;味づけが

ると判断したためである。また;機関や組

織に桜JIJされる純忠実を
以前と独立後の比較から独立の過杭を説明するこ

とが可能と号えたこと、さらにインタビューにお

いて日ら

や講演を通し

名であっ

見体的に語るためには、研鯵会

I 十化するトレーニングが

と判断したためである。

2名、 50義代が2

3)鵠査データの収集

調査データの叙集期j聞は、 2007'rf8月から

であるのデータの収集}j法は、 i務先協力者と

たって研究の"

ったりインタビューにあ

る範開で構わないこ

と、プライパシ…

扱い(録 r~' . ;I髪記録・
公1m働論文;花〉については文書およびl

し研究協}Jへの f解を得たり

インタビュー;土手構造化l耐按で行い、 了解を得

吉し逐語記録を作成した。まず、場長:の状況

についてれ出に話してもらい、属'tfl:や経験などは

中で雑誌した。現在の状況ま

ひとく gりしたとところで、

なった出来事について聞いたり

したが、話の流れを;重視し、

とめていづたηi面接場所は、

3ケース、

90分---170分であった。

2.分桁の異体的な手I1隠と分析ワークシートぷつ

いて

分析はデータを llfずつ読みデータから概念生
成し、概念聞の関係をカテゴリーで説明する一連

のプロセスをたどるが、結果の叫述は逆のプロセ

スとして説明することになるため分析子顕をぶし

ておくり分析はまず、

「社会福祉L:としての ブ口セス

および「社会福祉 1:が独 \ì~ を る背景となる

にP'{i，らして 部にわ

た人のうち、故も 11した入の逆説叫

し読むことからはじめたり最初に、

りの意味を検討-し、

釈に沿って{患の部分や他の入のデータにゥい

似例を検討し

そして、返品録をもとに九体桝を厳選してピッ

クアップし、データの大まかなまとまりごとに解

たり

を僻定し、理論を構成する最小単位と

を'1-:TX:し
関連する

し

調俗研究では調査誌がデータ収集の対象とすゐ{i'のことを f調子長対執行Jとするのが・般的であるふしかし、本側'先で
はデ…タ収集後も分析結来の収実への議介ず1:て干のM11dt!.などのt品々を依頼していることから、成雌論文を参考に「品Ht協
力ft"Jとしたの
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メモとして残した口次に対極例を怠識しながら概

念を201爵程度つくった段階で分析ワークシートの

メよそなどを参考-にしながらカテゴリーを生

成し結果凶家:を練り返し丹いたりそのたびに

ワークシートに立ち戻り、必要があ

争:したリ

現副結果と考察

貿的研究のため、結果はいす、札も

と

自身の解釈が合まれているり質的研究i去の特慨で

もある解釈やJt察を合む結果誌分けて記述するこ
ため、まとめて以ドで報告する。紙耐i

の関係上、プ日セス全体を

め、重要と思われた{

きないた

}の前後のプロセス

を中心、にみていくこととし、あとはカテゴリーの

とするり

ン

十分析結果の提示(結果盟)とストーリーライ

M-GTAでは結果は概念やカテゴリーを用いた

同で示される心結来凶は凶 lのとおりであ

る。分析の結果、 iスドのような全体操が得られ

アカテゴリーをの記号を用いて表記して

いるひまた、以ードの文中の jはインタ

ビュー・データからの引用で、あり、引m
は筆者による嬬起であるの

加 独立を選択した社会福祉士が扱助観を形成する

プロセスl之、[あるべき社会福祉.1:橡と現実との

比較}を経て{一時離脱による制舶の醸成}に王

り、そこを認点として[1iUi値実践スタイルとして

のj虫立}主主行なわれていたりプロセスにおし

1]されるのは、次の2点である。第 lは[-

時離脱による1rlli植の醸成}であるりこれは現場に

おけるジレンマのi蓄積を契機とし、 一時的にジレ

ンマから離れることで専門職としての絹備と'-U活
者としての価値を醗成していくプロセスである

第2は「自己への間しゅ、けの保持jである。これ

は-時離説によって織成された専門家として

保と生活者としての額績とは何かといっ

なrruv、を保持し続けることを社会福祉土の援助観

として形成していくプロセスであるω これらのプ

ロセスを経て、立場が異なる部i~直を向い続けなが

きるスタイルの選択として[側値実臨ス

タイルとし 、カテが見mされた。
た。概念を「ムサブカテ江、 1)ーを、コ ゴリーごとにみていく

一一争犯{じの

亡コ | リゾカソ

一争ピ警警 !)hri司 令+え、1'，'，十るIVJ係

! J 

1{象と1'1，1;よ?とのJt.絞}
(際世!J見による側線(!J要案成}

(frttifu):'J:;民主λタイ"

図1 独立を選択する社会福祉士の「媛助観j形成プロセス
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2. [目指す社会福祉士像と現実との比較}

社会福祉上として独立を選択する以前は、 [IJ

指す社会福祉上保と現実との葛藤!というカテゴ

リーで説明することができる。これは、社会福祉

J'として目指したい昌己と現実との比較によって

葛藤を抱えることである。ここで中心概念となる

のは、「理想、の支援n己」と「現実の支援t':!己J
である

1) [理想の支援自己]: r当事者の諮りの尊濫j
f資梅へのこだわ
{理想、の支援自己lとは社会話:社として目指す

支殺を実践する白己の認識である口これは「当事

おの語与の尊重Jr資格へのこだわりJの2つの
概念によって形成されていた。

第 1は「当事者の語りの尊である。これ

は、 f当事者が発する語りみたいなものは、あん

まり評価されていない~ n蒜りが持顕するんじゃ
なくて当事者がなんかよかったな}と思える{可

か』と当事者の利益を最優先に考える 1..でi討ちに

見出すことである。これらの背景には『す

ごい科用者からいっぱい、いろんなものを教えて

ましたjWその職業の

たいなものj と当事者との語与を聴くこと

や関わり白体を実践の原動力としていること

えるり

第2は「資栴へのこだわり」であるむこれは自

らが社会福社土で、あるという怠識を常に持ち

者というよりも社会福祉-+:として当事持と接する

ことにこだわりを持って実践を行うことである

ある社会総括:士は『社会制桂 1:，まこうあるべきみ

誌の視点とワーカー(社会制祉

って言葉に代えたときの視点って違う気がす

る j と述べている G また、 ~IJの社会福祉 1: は

くまで社会福祉上、施設の中で社会話社l:がどう

やって生きていくかっていうことをがんばろう

と組織の一員としてよりも社会福社七とし

を追求する姿勢を謀とうとしていると

る口

2) [現実の支援自己]: r管理構造への違和感」
「組織からの孤立j

i現'だの文援II己;とは、 として組織

;こ閉する似m的研究

J;t 

で実践をするq'で自らが日指す実裁とは追った実
を行っている現実の日己を認識することであ

るのこの f現実の支扱ドi己jには2つの概念が見

出されたの

第 1は福祉現場の関鎖的な現実を構成している

「符瑚構造への述和感Jである。これは、
という閉鎖的・ ~fTJ型的な場で、バターナリズム的

な斤動に出会うことや、そのような \i~場を要求さ

れることに対して地和感や反発をもゥことであ

る。ある社会福祉J:は日利用者を)慰めるよう

なことを乎気で古っているのが私は納得いかな

かった1と述べているの 別の社会福桂J:は『施設

に人っちゃったらやっぱりその

運動をやっていた学生時代)点われていたような

現実が毎H毎日起こっているわけじゃない、とに

かく管長R<~ と述べ、利JU者を利用者としてしか見

ないような管理的な体制に対しての反発があった

と認識できるりこの“管瑚"についての問題広識

された1fJ誌について{おまえらに管理され
なきゃいけないってどういうことなのかつて考え

たことあるかつて言われて』という

強く影響を受けていると考えられる。

第2は、 f組織からの孤¥i.Jである O これは、
ら期待される業務に取り組めず、打ら

が11指す文様を実践することによって1'1ら

ことであるりある社会純子ILI:は、

れてくれないんですよ私の立はをひあんたなんで、

しいこと言ってとか!と述べているりま

た『職場、にとっていい労働で誌なかったんで

f1分1'1身のt1'で¥その人が期待する仕事を

京市にできない人H日であるっていうことが私に

とって苦痛だ、ったんです1と組織から期待される

きない人間であるという白覚がさらに職場での肘

場所を少なくしていたと解釈できるむまた別の社

は f体制と戦わなければいけない

設をTI瑚している人たちになんかdわなきゃいけ
を組織への違和感とし

ることで組織からの孤立が促進されてい

たと認識できる
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3. [一時離脱による価鎮の醸成}

り fジレンマ体験j

ブ口セス全体ιおいて住[lされるのは「自己へ
の問いかげの梨持Jである。これは「用恕の支援
白己jと f現実の支援告己jの比較の中で¥

'しかできないことってなんだろうってjと

白分の実践がそれでよかq たのか、何をしようと

しているのかを自己に関い続けることであり、出

いを向いのまま保持することである。この「白己

への問いかけの保持Jにおいて藍要な概念となる
のが[ジレンマの蓄積Jである。「ジレンマ
誌社会福祉 1:としての無力さや限界を知らさ

れるようなインパクトのある情結的体験であると

lliJ時に自己の援助への問いかけでもある。[一時

よる価値の醸成}とは、この[ジレンマの

を契機に‘時的に現場を離れることで、社

会福祉士のft制直を意味づける
が撰宗され、社会福祉士:の揺鎧が経験的

れていく過桂であるG この[....~時離脱によ

の醸成]の動因として[専門的価値の再構築]と[!t

におい を行うことである。ある社

『自分で成熟しようと思って能動的に

して勉強しなおさないといけな

れじゃだめだって思ったんです。もっと人を納得

させて一績に者んでくれる人を増やさないといけ

ない。そのためには感覚でものをいうんじゃなく

てもう…-Inl勉強しなおさないといけないjと自ら

の実践を詰話先し他若に伝え期解を存られる能力

を強く感じている。また、日IJの社会福社

:れま新たに学びなおすことについて

は)作活に密着している。そういう意味でおもし

ろくでたまらなかったjH社会福祉は)人をみる

なんだーって気がついたJと、改めて社会福
祉士の専門性が生活支援に基づいているとの認識

を確認する諸機となっていると解釈できる。

しかし、 一方で、ある社会福祉士が『ギャッブが

ワどいのもうパランスが取れなv)jJと表現するよ

うに「外部事Ij激Jや「再学習，ま専門的価値の再
構築を行うきっかけで為ると同時に、自らがり

す支援が所属する捷設や機関で実現できていない

活者としてのつながり 2つが見f十iされたむ こと るもきっかけともなっていると認、

2) [専門的価値の再構築]: r外部刺殺Jr再学関J
[専門的価棋の再構築!とは、

ンマの蓄積jから

自らの実践を問し

構築を行うことである口

と 11ザ学習J

を伴う

とは社会福祉上会への参加や職場以外で講演

などを行うことによって、これまでの実践の振り

返りや怠味づけを行う機会を得ることである。あ

『今の自分がi環境iだから外から社

とか丙葉とかもらって刺激を

うけてJと現場における自らの版界を自覚する
験が外部料激を取り入れるきっかけになっている

きる。また別の社会福祉士は

会っていう組織に入ることによってなんらかの形

で声は反映してもらえたらなjと述べており、

者lこ自らの実践内符を説明する機会を得ること

も、白らの実践の三言語化や意味づけにつながゥて

いると与えられる

は、大学編入や大学院へ進学するこ

とで¥これまでの実践と理論を融合を試みる過程

15 

識できる

3) [生活者としてのつながり認識]: r当事者性
の認識Jr人生留学の形成j
としてのつながり意識lとは、これまで

の経験を意味づけしていく過程において、援助す

るもの・される:持という関係'rをから距離をおくこ
とで向らも一人のl¥:.活者であることを意識化する

ことである。これは社会福祉土という専門家とし

て利用持に関わることを本質的態度とするのでは

なく、白らも一人の生活者である自覚を接点とし

ながりを認識することで、ある。この

['Ei活者としてのつながり認識jを講成する概念と
事者'性の確認、Jと[人生官学の形成jの

2つが見出された。

まず「当事詩性の認識Jであるが、これは社会
福祉 I~が自らの人件や午前のr!lで、支援を受ける

当事者になる紙験を経て、 i当分もこれまで支援の

として見ていた当事者と変わらない寄在であ

ることを認識することであるのある社会制祉士は

『立場が違うとこんなに鵠単にも鳴っの物事の捉

うのかっ いる O ま



l5!tl点犠打:会制告l:I:J Iニ!刻する似説的掛究

福祉 l:も[自分が患者になるっていう経験だとか

門職でない一般の人間として生活することの中

門職という立場でやっていることのおかし

きっていうのかな、こんなに違うんだっていうの

を気付かされてiと自らが吋事者の立場になる経
して、これまでいかに無自覚に

していたかを認j草している。

第2は「人生哲学の形成」である。ある社会袖

祉士は言することについて)どういうふう

に思っているかっていう官学みたいなものがない

とj、また別の社会福社七は『生まれてきて死ぬ

ときにね、為…この人生、三重;丸じゃないけど、

ほどほど丸だったかっていえる人生を送れるのが

目指したいlf=.き方なんですJと述べているの
これは白らの生活経験を稿械的に意味づけするこ

とによって、人が生きることや生活することの価

{直を舘に意識化させていると解釈できるのそして

と生活が、ぴったりくるぐらいの年

込ろんな経験をしていくと時

なものがかかる1と述べていることからも人
生哲学に関わる錨植を醸成するためには、ある一

定の1rJlや時間が必要で島ると認識している

4. [価値実鵠スタイルとしての独立}

このように lジレンマの蓄積」を

る組織や機関から一時的に離れることで、社会福

としての援助観が形成される過程を見たりそ

こで形成された援助観とは、“専門家として

組"と “生活者ーとしての価値"という立場が異な

を問い続けながら実践を行うことであった

と解釈できる。この{自己へのi笥いかけの保持}

をIlJ能とする選択として{価値実践スタイルとし

ての5虫立】が行なわれていた。ある
独立して実践することを r(白らが日指す理念を)
一番表現しやすい校前にいる』と表現し専門職

という立場が異なる告fi艇を問い続ける上

は漉したスタイルだと

している。

この{錨値実践スタイルとしての独立}は

援者としての主格性の接待JI漏りを開く時間の
「生活へのこだわりjの3つの概念によっ

て支えられていたり「支援者としての:tイ;利生

得Jとは、社会福祉士として実践を展開したくて

と

も く組織の判

に対して、ある社会福祉土は[おかしいなと忠う

ことを誰にも遠慮せずにいったり動いたりでき

るjと述べているのこれは独立すること

を発揮でき、自らの責任において支援を展開して

いる実感が形成されることで支援者として

性:の形成が関られていると

裁註権の獲得は f独立してn
整で、きるjr時間をかけてしっかりその人の忠い
を聞くことができるjと、独ねま円分のベースで

ることをuJ能としi当事者の「語りを開く時

間の確保jにつながっている O また別の

『本人の口から語れるものなら語っていただ

くo それをじっくり開く i時間を取ることができる

のが独立jと述べている。これら!支t変身として

の主体性の獲得JI語りを聞く時r:uの薙保J~之、
社会福任 t:として|生活へのこだわり」を強く

ちたいという患いによって意識化されていると考

えられる。ある社会福祉 1:は{どういうものがよ主

的かみたいなものをちゃんと考える下地みたいな

ものが必要Jと述べていることからも、生活を専
門家として開解するためにはれらの生活を常に立

識化すると

~IJの社会福祉上は f一人ひとりがほんとにわかん

ない存在でそういう人と僕ら関わっているんだよ

という意識を常に十与つjことも必要であると来現

している

IV.結び

以上、本研究では「独立明社会福祉に関す

る仮説を生成することを日的に、

かーする過杭に若[1し質的研究を行なった。

果、独立を選択する社会焔祉士は専門的fl則前と

という立場が異なる価値を間いのまま保

持し続けるという援助在日が見出されたのそして、

このような本質詩な間いを社会福祉t:として保持

ることができる

明社会制もI:J:Jという されていた

のではないか。

山 (2004: 30) も日専門家jであることを

内定し単に一人の捌人としてクライエントにrnJき

合うことを敢要視するのではなく、むしろ

6
 
i
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家jとしての役割を引き受けつつ、自らの生き

らして『クライエントiとされる人と
点をは出しながら対話していけるかどうかが問わ

れている iと述べているように、専門的価値と制

どちら側に身を担くかではなく

らぎつつもパサンスを保ち実践するという

価値が社会福祉土には求められるのではなかろう

かり

最後に本研究における

いて整用をしたい心第 1は訂版性の確保に関する

子杭きが不十分で、あったことである。質的研究は

いずれの)j法も結以のt:巧性がtI号制となることが
多いひそのため、 M むTAi去を1Jft熟している社
会制祉研究狩によるスーパービジョンや分析結束品

会文市fとしたものを面接対象となった調術協)Jti"

し、それぞれの実践経験に照らし

るか、理解し難い点はないか意見聴寂などを

行うことで1;ミ懇性の締保に努める必要がある。第
2は分析に用いたデータは、議告協力行・が自らの

i品去の実践経験や独立の過程を振り返って語った

と、現在進行中の実践を振り返ってその過程

にづいて語った内符が混在している点である。実

践の振り返りという…引去のi袈界として、

う社憶の暖昧きが存在するぐ〉また、

リ調査協

、J調査協
に差がみられたの

り、独立を選択

17 

しなし

とたどるかについても

と考える
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